
各
イ
ベ
ン
ト
盛
況
裏
に
終
了

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は

３
月
８
日
（
日
）
、
卒
業
研

究
発
表
会
、
菅
野
所
長
最
終

講
義
、
菅
野
所
長
の
お
別
れ

会
兼
埼
玉
同
窓
会
創
立
25
周

年
記
念
パ
ー
テ
ィ
の
三
つ
の

イ
ベ
ン
ト
が
集
中
開
催
さ
れ
、

各
イ
ベ
ン
ト
と
も
大
勢
の
参

加
者
で
賑
わ
っ
た
。

卒
業
研
究
発
表
会

午
前
11
時
、
第
1
講
義
室

は
80
名
を
超
え
る
参
加
者
が

あ
り
、
平
成
25
年
度
に
卒
業

研
究
を
行
っ
た
三
人
の
方
に

卒
業
研
究
の
成
果
に
つ
い
て

発
表
し
て
い
た
だ
い
た
。

岡
里
順
子
さ
ん
の
「
留
学

中
の
子
息
へ
の
書
簡
か
ら
見

た
福
沢
諭
吉
の
教
育
観
」
、

安
部
弥
生
さ
ん
の
「
紀
貫
之

の
和
歌
観
」
、
高
橋
穂
積
さ

ん
の
「
デ
ジ
タ
ル
一
眼
レ
フ

カ
メ
ラ
に
よ
る
変
光
星
の
観

測
」
の
発
表
が
あ
り
、
説
明

の
後
そ
れ
ぞ
れ
吉
川
客
員
教

授
、
川
島
客
員
教
授
、
永
澤

客
員
教
授
の
講
評
と
参
加
者

か
ら
の
質
疑
応
答
が
あ
っ
た
。

各
発
表
者
の
持
ち
時
間
が

30
分
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間

で
あ
っ
た
が
、
会
場
か
ら
は

各
発
表
者
の
研
究
に
対
す
る

情
熱
と
そ
の
成
果
に
感
嘆
の

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

菅
野
所
長
の
最
終
講
義

午
後
２
時
か
ら
は
、
講
堂

に
お
い
て
、
３
月
に
退
職
さ

れ
る
菅
野
所
長
の
「
私
の
メ

ン
タ
ル
マ
ッ
プ
」
と
題
し
た

最
終
講
義
が
行
わ
れ
た
。
講

堂
は
100
名
を
超
え
る
学
生
・

同
窓
生
で
満
席
と
な
っ
た
。

菅
野
所
長
は
陸
前
高
田
市

の
出
身
で
、
東
京
教
育
大
学

（
現
筑
波
大
学
）
卒
業
後
、

ジ
ョ
ー
ジ
ア
大
学
大
学
院
に

留
学
し
て
地
理
学
博
士
号
を

取
得
さ
れ
た
。
そ
の
後
埼
玉

大
学
で
教
職
に
就
か
れ
、
同

大
学
副
学
長
を
経
て
平
成
23

年
、
放
送
大
学
埼
玉
学
習
セ

ン
タ
ー
に
着
任
さ
れ
た
。
先

生
は
自
身
の
経
歴
や
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
交
え
な
が
ら
、
地
理
学

研
究
の
内
容
、
そ
し
て
先
生

自
身
の
中
に
蓄
積
さ
れ
て
い

く
メ
ン
タ
ル
マ
ッ
プ
の
形
成

に
つ
い
て
熱
く
語
ら
れ
た
。

記
念
パ
ー
テ
ィ

午
後
３
時
50
分
か
ら
は
、

菅
野
所
長
の
お
別
れ
会
と
埼

玉
同
窓
会
創
立
25
周
年
記
念

を
兼
ね
た
パ
ー
テ
ィ
が
開
催

さ
れ
、
100
名
を
超
え
る
参
加

者
で
賑
わ
っ
た
。
他
学
習
セ

ン
タ
ー
の
学
生
や
近
隣
同
窓

会
の
会
長
さ
ん
も
出
席
し
て

下
さ
っ
た
。
菅
野
所
長
、
森

岡
同
窓
会
長
、
嶋
崎
Ｃ
Ｓ
Ｃ

交
流
会
代
表
の
挨
拶
、
松
崎

前
客
員
教
授
、
斉
藤
文
京
同

窓
会
長
の
祝
辞
が
あ
り
、
平

野
事
務
長
の
発
声
で
乾
杯
し
、

懇
談
に
移
っ
た
。
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で
菅
野
所
長
を
囲
ん
で

の
談
笑
が
見
ら
れ
、
交
流
の

輪
が
広
が
っ
た
。
そ
の
後
菅

野
所
長
に
花
と
記
念
品
の
贈

呈
が
行
わ
れ
、
全
員
で
「
学

歌
」
と
「
故
郷
」
を
合
唱
し

て
散
会
し
た
。

２
０
１
４
年
度
学
位
記
授

与
式
、
卒
業
・
修
了
祝
賀
パ
ー

テ
ィ
が
左
記
の
と
お
り
開
催

さ
れ
ま
す
。
全
国
の
卒
業
生
・

修
了
生
は
３
３
０
８
名
（
学

部
２
９
５
８
名
、
大
学
院
350

名
）
、
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

所
属
の
卒
業
生
・
修
了
生
は

140
名
（
学
部
124
名
、
大
学
院

16
名
）
で
す
。
２
０
１
４
年

９
月
の
卒
業
生
・
修
了
生
の

方
も
出
席
で
き
ま
す
。

【
学
位
記
授
与
式
】

日
時

２
０
１
５
年
３
月
21

日
（
土
）

11
時
～
12
時

場
所

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
（
渋

谷
区
神
南
２
―
２
―
１
）

【
卒
業
・
修
了
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
】

日
時

２
０
１
５
年
３
月
21

日
（
土
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー

タ
ニ
「
鶴
の
間
」

（
千
代
田
区
紀
尾
井
町
4-1
）

平
成
26
年
度
第
２
学
期
生

涯
学
習
奨
励
賞
の
授
与
式
が

３
月
22
日
（
日
）
13
時
30
分

か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
。

各
賞
の
受
賞
者
は
左
記
の

と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

金
剛
賞

福
田

暉
、
横
川
淑
子

金

賞
奥
田
征
雄
、
川
口
英
昭
、

小
林
文
夫
、
島
田
昭
三
、

浜
田
正
晴
、
若
松

豊

銀

賞
秋
山
文
子
、
宇
佐
美

勝
、

内
島

豊
、
大
竹
紀
夫
、

小
川
ふ
み
江
、
川
井
悦
子
、

川
﨑

孝
、
齋
藤
佳
苗
、

内
藤
邦
夫
、
根
本
総
一
郎
、

野
中
克
芳
、
長
谷
部
隆
雄
、

馬
場
輝
夫
、
福
島

薫
、

真
島
滉
子

岡
里
順
子
さ
ん
の
「
エ
キ

ス
パ
ー
ト
の
学
び
で
得
た
知

識
を
地
域
貢
献
に
向
け
て
」

が
、
２
０
１
４
年
度
放
送
大

学
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
で

見
事
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
22
日
（
日
）
に
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
す
。

エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
入

賞
者
の
作
品
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。平

成
27
年
度
第
1
学
期
の

入
学
者
の
集
い
は
、
４
月
４

日
（
土
）
13
時
30
分
か
ら
埼

玉
学
習
セ
ン
タ
ー
８
階
講
堂

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

当
日
は
、
学
習
上
の
留
意

事
項
、
学
習
セ
ン
タ
ー
の
利

用
方
法
等
の
説
明
の
後
、
学

習
相
談
や
各
サ
ー
ク
ル
紹
介

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

平
成
27
年
度
第
1
学
期
の

面
接
授
業
の
空
席
発
表
は
４

月
17
日
（
金
）
で
す
。
追
加

登
録
期
間
は
、
４
月
24
日

（
金
）
か
ら
科
目
ご
と
に
定

め
ら
れ
た
追
加
登
録
受
付
期

限
日
（
通
常
は
開
講
日
の
１

週
間
前
）
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。

空
席
状
況
は
、
学
習
セ
ン

タ
ー
の
掲
示
、
ま
た
は
キ
ャ

ン
パ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
が
で

き
ま
す
。

＊
事
務
長

平
野
哲
巳

異
動

＊
総
務
係
員

目
黒
恵
美

退
職

＊
図
書
係
員

川
野
美
代
子

退
職

第３７号 学 生 新 聞 平成２７年３月１９日1

放送大学

埼玉学習センター

埼玉CSC交流会
学生新聞

編集委員会

〒330-0853

さいたま市大宮区

錦町682-2

TEL048-650-2611

学
生
新
聞

３月８日 埼玉学習センターが大賑わい

卒業研究発表会に感嘆の声

菅野所長の最終講義は満席に

同窓会創立25周年記念パーティで閉幕

「
人
の
命
」

笹
原
誠
二

今
年
の
１
月
末
か

ら
２
月
始
め
に
か
け

て
最
も
世
間
を
驚
愕

さ
せ
た
事
件
と
い
え

ば
、
世
界
で
は
、
イ
ス
ラ
ム

教
ス
ン
ニ
派
の
過
激
派
組
織

イ
ス
ラ
ム
国
の
「
人
質
事
件
」

で
あ
り
、
国
内
で
は
、
名
古

屋
大
学
女
子
学
生
に
よ
る

「
老
女
惨
殺
事
件
」
で
あ
ろ

う
。老

女
惨
殺
事
件
に
お
い
て

は
、
犯
人
が
「
い
つ
か
、
誰

で
も
い
い
か
ら
他
人
を
殺
し

て
み
た
か
っ
た
」
と
か
、

「
高
校
の
同
級
生
に
毒
物
を

盛
っ
た
」
な
ど
と
供
述
し
て

い
る
。
有
名
大
学
の
将
来
を

嘱
望
さ
れ
た
エ
リ
ー
ト
学
生

が
善
悪
の
判
断
も
な
く
、
こ

ん
な
暴
挙
に
走
る
と
は
予
想

だ
に
し
な
か
っ
た
。
以
前
に

オ
ウ
ム
真
理
教
に
よ
る
「
サ

リ
ン
事
件
」
の
時
も
感
じ
た

こ
と
だ
が
、
前
途
あ
る
優
秀

な
学
生
や
研
究
者
が
一
歩
判

断
を
間
違
え
る
と
、
こ
ん
な

悲
惨
な
殺
戮
者
に
も
な
り
か

ね
な
い
と
い
う
事
を
認
識
し

て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

イ
ス
ラ
ム
国
の
「
人
質
殺

人
事
件
」
で
殺
害
さ
れ
た
後

藤
さ
ん
の
場
合
、
危
険
地
帯

に
立
ち
入
る
際
に
「
何
が
あ
っ

て
も
自
分
の
責
任
で
行
動
す

る
」
と
覚
悟
し
た
上
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
異
国
の
地
で

拉
致
さ
れ
て
人
質
と
し
て
拘

束
さ
れ
、
取
引
の
道
具
と
し

て
世
間
に
さ
ら
さ
れ
る
の
は

大
変
残
念
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

事
件
後
、
後
藤
さ
ん
の
お

兄
さ
ん
が
取
材
に
対
し
、

「
殺
戮
の
応
酬
、
連
鎖
は
絶

対
に
止
め
て
ほ
し
い
。
平
和

を
願
っ
て
活
動
し
た
弟
の
死

が
無
駄
に
な
ら
な
い
よ
う
に
」

と
語
っ
て
い
た
が
、
ま
さ
に
、

人
質
と
し
て
捕
ら
わ
れ
た
人

達
を
次
々
に
報
復
的
に
殺
戮

し
て
い
く
事
は
決
し
て
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。

学生手帳

平
成
二
十
七
年
三
月
に
卒

業
・
修
了
を
さ
れ
た
皆
様
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
が
入
学
さ
れ
た
動
機

は
其
れ
其
れ
異
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
卒
業
に
は

ま
た
、
一
廉
の
思
い
を
抱
か

れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
卒

業
ま
で
の
勉
学
の
ご
苦
労
に

対
し
て
心
か
ら
敬
意
を
称
し
、

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

四
月
ご
入
学
の
皆
様
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

放
送
大
学
へ
の
入
学
を

「
生
涯
学
習
社
会
」
の
出
発

点
と
捉
え
る
皆
様
、
あ
る
い

は
新
た
な
勉
学
の
場
と
捉
え

る
方
々
が
、
こ
の
埼
玉
学
習

セ
ン
タ
ー
に
集
っ
て
い
ま
す
。

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
に
は
、

「
サ
ー
ク
ル
お
お
み
や
」

「
パ
ソ
コ
ン
サ
ー
ク
ル
（C

o

m
p
a
s
s

）
」
「
ト
レ
ヴ
ィ
の

会
」
「
放
送
大
学
ソ
シ
ア
ル

ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
」
「
江
戸
時

代
の
古
文
書
を
読
む
会
」

「
埼
玉
英
語
倶
楽
部
」
「
放

送
大
学
塾
年
会
」
「
健
康
体

操
研
究
会
」
「
ラ
ル
ゴ
体
ほ

ぐ
し
の
会
」
朗
読
の
会
「
こ

こ
ろ
」
「
バ
ラ
ン
ス
体
操
悠
々
」
、

そ
し
て
「
未
来
の
会
」
な
ど
、

多
く
の
学
生
団
体
が
あ
り
ま

す
。新

入
生
の
皆
様
は
、
こ
れ

ら
の
サ
ー
ク
ル
に
入
部
し
、

大
勢
の
仲
間
と
交
流
を
深
め
、

共
に
生
き
が
い
の
あ
る
楽
し

い
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
享

受
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
下
さ

い
。
重
ね
て
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

平
野
事
務
長
が
異
動

卒
業
・
入
学
お
め
で
と
う

埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会

代
表

嶋
﨑
洋
明

２
０
１
４
年
度

学
位
記
授
与
式
と

卒
業･

修
了
祝
賀

パ
ー
テ
ィ
開
催

平
成
27
年
度
第
１
学
期

入
学
者
の
集
い

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
に
て

卒
業
生
・
修
了
生
の
皆
さ
ん
、
卒
業
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
埼
玉
学
習
セ
ン

タ
ー
所
属
の
平
成
二
十
六
年
度
二
学
期
卒

業
・
修
了
生
は
一
四
○
名
で
、
そ
の
内
訳

は
学
部
一
二
四
名
、
大
学
院
一
六
名
で
す
。

皆
さ
ん
は
多
く
の
努
力
に
よ
っ
て
卒
業
、

修
了
し
た
の
で
す
か
ら
喜
び
も
一
入
で
あ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

卒
業
生
・
修
了
生
の
方
々
は
、
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
そ
し
て
Ｄ
Ⅴ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
プ
レ

イ
ヤ
ー
あ
る
い
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信

の
放
送
科
目
を
視
聴
し
な
が
ら
教
科
書
を

開
い
て
勉
強
し
、
難
し
い
と
言
わ
れ
る
放

送
大
学
の
単
位
認
定
試
験
に
合
格
し
て
、

卒
業
に
必
要
な
単
位
を
修
得
し
、
卒
業
に

至
っ
た
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
卒
業
生
の
中
に
は
複
数
の
専

攻
・
コ
ー
ス
を
卒
業
さ
れ
、
埼
玉
学
習
セ

ン
タ
ー
が
設
け
て
い
る
生
涯
学
習
奨
励
賞

受
賞
が
多
数
い
ま
す
。
最
高
の
金
剛
賞
二

人
を
含
め
て
二
十
三
人
が
受
賞
さ
れ
ま
す
。

学
ぶ
こ
と
が
楽
し
く
て
仕
方
が
な
い
と
思

わ
せ
る
よ
う
な
、
こ
れ
ら
の
方
々
の
知
的

好
奇
心
と
向
学
心
を
称
え
た
い
と
思
い
ま

す
。二

○
一
五
年
度
第
一
学
期
、
埼
玉
学
習

セ
ン
タ
ー
の
入
学
者
は
確
定
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
三
月
一
三
日
現
在
で
約
千
人
で
す
。

そ
の
中
で
卒
業
を
目
指
す
全
科
履
修
生
は

約
三
分
の
一
、
選
科
履
修
生
は
約
半
分
、

科
目
履
修
生
は
約
四
分
の
一
で
す
。
ま
た
、

入
学
者
の
う
ち
で
六
割
に
近
い
人
は
い
わ

ゆ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
で
あ
り
ま
し
て
、
さ
ら

に
勉
強
を
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
た

ち
で
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
新
規
入
学
者

も
学
び
た
い
と
思
っ
て
入
学
す
る
人
た
ち

で
す
。
い
つ
で
も
学
び
た
い
と
き
に
学
べ

る
大
学
が
放
送
大
学
で
す
。
放
送
大
学
は

二
○
一
五
年
度
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を

開
始
し
て
、
い
つ
で
も
好
き
な
と
き
に
、

担
当
の
先
生
と
対
話
し
な
が
ら
学
ぶ
授
業

を
実
施
し
ま
す
。
放
送
大
学
で
知
の
世
界

を
経
験
し
、
皆
さ
ん
が
知
的
生
活
を
享
受

す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

祝
卒
業
・
祝
入
学

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長

菅
野
峰
明

面
接
授
業
の
追
加
登
録

空
席
発
表
は
４
月
17
日

エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

か
ら
も
入
賞
者

生
涯
学
習
奨
励
賞

授
与
式
を
開
催

今年の干支「ひつじ」

健康体操研究会代表

福盛田恵子



★
４
月
２
日
（
木
）

「
六
義
園
、
旧
古
河
庭
園

で
の
お
花
見
」
を
予
定

詳
細
は
別
途

★
４
月
４
日
（
土
）

「
入
学
者
の
集
い
」
で
の

サ
ー
ク
ル
紹
介
と
新
入
会

員
募
集

★
５
月
14
日
（
木
）

「
横
浜
名
所
め
ぐ
り
」

山
下
公
園
、
中
華
街
、
レ

ン
ガ
倉
庫
、
日
本
丸
を
訪

ね
る

詳
細
は
別
途

★
４
月
の
活
動
日

第
１
（
３
日
）
、
第
３
金

曜
日
（
17
日
）

17
日
は
・
講
師
指
導

★
場
所

第
５
講
義
室

13
時
～
16
時
30
分

★
年
会
費

２
０
０
０
円

当
日
体
験
歓
迎
し
ま
す
。

★
定
例
会

毎
週
火
曜
日

13
時
～
15
時

★
４
月
７
日
、
14
日
、
21
日

★
５
月
12
日
、
19
日
、
26
日

す
べ
て
火
曜
日

10
時
30
分
～
12
時
30
分

★
場
所
＝
８
階
講
堂

★
パ
ソ
コ
ン
楽
習
会
＝

第
２
以
外
の
火
曜
日

10
時
15
分
～
15
時
15
分

４
月
は
21
日
か
ら
開
始

★
４
月
の
イ
ベ
ン
ト

・
開
催
日
＝
４
月
１
日
（
水
）

「
大
宮
公
園
の
花
見
」

★
４
月
の
イ
ベ
ン
ト
②

開
催
日
＝
４
月
23
日
（
木
）

「
防
災
セ
ン
タ
ー
と
地
下

鉄
博
物
館

見
学
」

★
定
例
会
＆
勉
強
会
（
第
２

火
曜
日
）
４
月
14
日
（
火
）

★
５
月
19
日
（
火
）
熟
年
会

創
立
15
周
年
記
念
行
事

★
研
修
旅
行

３
月
27
日
（
金
）

藤
沢
市
立
文
書
館
で
古

文
書
閲
覧
、
藤
沢
宿
散
策

３
月
28
（
土
）

江
の
島
散
策

★
勉
強
会
＝
古
文
書
翻
刻

４
月
５
日
（
日
）

18
日
（
土
）

★
活
動
日
＝
毎
週
金
曜
日

午
前
中

８
階
講
堂

★
４
月
４
日
入
学
式

放
送
大
学

学
歌
を
披
露

篠
田
安
彦
氏
と
共
に
、
新

聞
編
集
に
汗
を
か
く
事
に
な
っ

て
か
ら
、
丸
１
年
が
経
ち
ま

し
た
。
学
生
の
皆
さ
ま
、
他

の
編
集
委
員
の
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
戴
い
て
、
何
と
か
続

け
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、

ご
寄
稿
や
ご
意
見
な
ど
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
（
冬
）

第３７号 学 生 新 聞 平成２７年３月１９日2

会
社
を
定
年
退
職
し
て
か

ら
、
ま
る
十
八
年
が
過
ぎ
た
。

在
職
中
の
四
十
年
は
、
糊
口

に
穢
れ
た
る
憾
み
無
き
に
し

も
非
ず
だ
っ
た
が
、
先
ず
は

健
康
で
定
年
を
迎
え
ら
れ
た

こ
と
に
、
感
謝
せ
ね
ば
な
る

ま
い
。

人
生
八
十
年
、
退
職
後
は

結
構
長
い
自
由
時
間
が
持
て

る
筈
だ
。
好
き
な
こ
と
が
出

来
る
ぞ
、
と
一
応
は
期
待
に

胸
を
膨
ら
ま
せ
て
み
る
。
し

か
し
、
そ
の
自
由
の
世
界
に

放
り
出
さ
れ
た
時
、
は
じ
め

て
人
間
は
未
だ
見
ぬ
世
界
、

こ
れ
か
ら
見
る
世
界
を
空
想

し
て
い
る
時
が
花
だ
っ
た
と

実
感
す
る
も
の
ゝ
様
だ
。

＊

＊

＊

売
れ
も
し
な
い
本
を
自
費

で
出
版
し
て
み
る
。
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
へ
行
っ
て
、
大
学

の
先
生
の
講
義
を
聴
い
て
み

る
。
図
書
館
へ
行
っ
て
社
会

人
向
け
の
指
定
席
へ
座
っ
て
、

そ
の
辺
の
本
を
読
ん
で
み
る
。

不
謹
慎
に
な
る
が
、
ど
う

も
御
用
済
み
の
人
間
の
す
る

こ
と
で
は
な
い
か
、
と
い
う

意
識
が
頭
を
も
た
げ
て
来
る

の
だ
。

良
く
生
き
る
と
は
ど
う
言

う
こ
と
か
で
あ
る
。

第
二
の
人
生
を
充
実
さ
せ

る
。
言
う
は
易
い
が
、
行
う

こ
と
は
難
い
の
で
あ
る
。
体

力
・
記
憶
力
は
間
違
い
な
く

加
齢
と
共
に
低
下
し
、
し
か

も
個
人
差
が
大
き
い
。
持
ち

時
間
は
確
実
に
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
さ
れ
て
行
く
。
夫
々
の

個
人
が
夫
々
の
状
況
に
合
わ

せ
て
、
自
分
で
見
付
け
て
行

く
し
か
方
法
は
あ
る
ま
い
。

＊

＊

＊

昔
、
高
校
で
習
っ
た
漢
文

の
論
語
。
「
子
曰
ク
吾
レ
嘗
ッ

テ
終
日
食
ワ
ズ
、
終
夜
寝
ズ
、

以
テ
思
ウ
。
益
無
シ
。
学
ブ

ニ
如
カ
ザ
ル
也
」
と
言
う
の

が
あ
っ
た
。
「
以
テ
思
ウ
、

益
無
シ
」
と
言
い
切
っ

て
い
る
。

そ
う
だ
、
大
学
で

勉
強
し
よ
う
。
こ
の

孔
子
の
言
葉
を
短
冊

に
書
い
て
、
平
成
二

十
一
年
一
月
十
三
日

吉
日
と
署
名
し
て
自

室
の
壁
に
留
め
た
。

二
箇
月
後
の
三
月
、

放
送
大
学
に
入
学
手
続
き
を

と
っ
た
。

＊

＊

＊

四
年
掛
け
て
、
幸
い
卒
業

で
き
た
。
満
七
十
七
歳
の
春

を
家
内
は
喜
ん
で
く
れ
た
。

此
の
四
年
間
程
、
人
間
の
死

と
い
う
こ
と
を
考
え
た
こ
と

は
無
か
っ
た
。

こ
れ
は
３
・
11
の
東
北
地

震
と
津
波
の
せ
い
ば
か
り
で

は
な
い
。
自
身
の
余
命
に
つ

い
て
も
認
識
す
る
様
に
な
っ

た
か
ら
で
も
あ
る
。
今
、
心

に
残
る
文
章
は
何
か
。
二
つ

だ
け
挙
げ
よ
と
言
わ
れ
ゝ
ば

迷
わ
ず
次
の
二
つ
で
あ
る
。

＊
死
と
い
う
も
の
が
「
個

人
の
死
」
と
し
て
で
は
な
く
、

「
自
分
の
生
の
成
就
」
と
し

て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

＊
未
来
を
知
る
こ
と
が
出

来
な
い
か
ら
こ
そ
希
望
を
抱

く
こ
と
が
出
来
る
。

（
い
ず
れ
も
大
山
泰
広
著
、

人
格
心
理
学
第
８
章
「
人
格

が
閉
じ
る
と
き
」
か
ら
。
）

放
送
大
学
は
若
い
人
々
だ

け
の
も
の
で
は
な
い
。

や
ゝ
大
袈
裟
に
な
る
が
退

職
後
、
の
た
う
ち
廻
っ
て
い

た
私
の
精
神
は
在
学
の
四
年

間
で
、
僅
か
に
落
ち
着
き
と

静
寂
を
取
り
戻
す
こ
と
が
出

来
た
の
で
あ
る
。
（
平
成
二

十
六
年
八
月
三
十
日
記
）

サ
ー
ク
ル
案
内

サ
ー
ク
ル

お
お
み
や

江
戸
時
代
の

古
文
書
を
読
む
会

放
送
大
学
熟
年
会

健
康
体
操
研
究
会

編
集
後
記

ガラパゴス諸島は、南米のエクアドル共

和国に属し、エクアドル共和国の西方、約

１０００㎞の洋上にあり、大小１９の島か

ら成り立っている｡１９７８年〈昭和５３

年〉、最初に世界遺産リストに登録された

１２件の遺産の一つである。

ガラパゴス諸島の特色は、洋上の孤島で

育まれた特異な生態系を保持する多くの動

物・植物の生存である。そして、それを発

見したのは、イギリスの博物学者チャール

ズ・ダーウィンである。１８３５年（天保

６年）に測量船ビーグル号に乗ってガラパ

ゴス諸島を訪れたダーウィンは、この地の

ゾウガメ（スペイン語でガラパゴ）やウミ

イグアナなどの生物が、同じ種でも生息す

る島ごとにそれぞれ違った特徴を持つこと

に着目した。例として「ダーウィン・フィ

ンチ」と呼ばれる小鳥がある。島毎のフィ

ンチに嘴の大きさ・長さなどの形状が違う

ことを発見したダーウィンは、「共通の祖

先をもっていても、環境により進化の方向

性を変える」という進化論の着想を得た。

ガラパゴス諸島には、植物約９００種、

爬虫類約２０種、鳥類約６０種、昆虫類約

１０００種が生息。また、周辺海域には３

００種の魚類それにイルカ・クジラ・ペン

ギンなどの海洋生物が生息している。これ

らの生物は、島の環境に合わせ独自に進化

し、大陸から離れているため天敵となる大

型の肉食哺乳類が存在しない事が、その進

化を助けた｡しかし人間が上陸して以降、

島の環境は激変した｡密魚や乱獲、豚･山羊

･ロバなどの家畜をはじめ、猫･犬などの人

間が持ち込んだ外来種がガラパゴス諸島の

生態系を破壊したのである｡

世界遺産観光は、観光客と出稼ぎ人を呼

び込む、航空機は増便、観光船は増加の一

途、道路整備･ホテル建設・タクシー・ナ

イトクラブ等が“独自の進化をとげた動物

たちの宝庫”を取り崩しはじめたのである｡

観光船を例にとると、わが船はごみの分別

回収をやっておりますと胸を張る。しかし、

船が港につくと、ごみは港へ集積し、集積

したごみはトラックで島の人目につきにく

い場所へ放置（火山起源の島は埋設不能）。

その結果、腐敗･悪臭は生態系を狂わし始

めた｡

ガラパゴス諸島は２００７年〈平成１９

年〉、世界遺産リストに値しないと判断さ

れ、危機遺産に登録された。エクアドル共

和国は、事態改善のため大統領自ら出稼ぎ

人の抑制などの陣頭指揮を行い、その改善

が認められ２０１０年（平成２２年）危機

遺産を脱したのであった。

日本国では２０１３年（平成２５年）、

富士山が“信仰の対象・芸術の源泉”を前

面に押し出し、世界遺産登録となった、そ

の結果、押すな押すなの登山者数は、年平

均約３０万人におよび、登山者の排泄物を

含むゴミ処理が“信仰の対象・芸術の源泉”

にふさわしいか疑問に思うこともある｡

世界遺産・危機遺産

ガラパゴス諸島

荒川良雄

囲
碁
専
科

指
先
に
触
れ
る
も
の
あ
り
寒
の
明

規

子

春
の
宵
桟
敷
の
男
彫
深
く

八
重
子

青
空
は
雲
あ
り
て
こ
そ
久
女
の
忌

安

代

水
面
に
空
う
つ
し
ゆ
く
寒
の
明

保

子

啓
蟄
や
姉
妹
の
声
の
跳
ね
返
る

と
く
江

春
隣
さ
ざ
波
光
る
烏
帽
子
岩

光

娥

花
文
字
の
封
臘
親
書
凍
つ
る
な
り

十

詩

寒
明
け
や
ち
ち
の
遺
影
に
手
酌
酒

明

美

微
か
な
る
枝
の
膨
ら
み
寒
の
明

由

美

（
つ
み
草
）

朗
読
の
会
「
こ
こ
ろ
」

俳

句

放
送
大
学
と
私

布
施
谷

眞

ゾ
ウ
ガ
メ

投稿コーナー

埼
玉
同
窓
会

２
月
７
日
（
土
）
８

日

（
日
）
の
両
日
、
長
崎
学
習

セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
第
２
回

同
窓
会
九
州
・
沖
縄
地
区
交

流
会
が
開
催
さ
れ
た
。
長
崎

空
港
か
ら
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
で

約
50
分
「
長
大
裏
門
前
」
で

下
車
し
、
正
面
に
回
っ
て
図

書
館
の
後
ろ
が
長
崎
学
習
セ

ン
タ
ー
で
あ
る
。
長
崎
大
学

文
教
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
あ
る

が
、
入
り
口
を
間
違
う
と
広

い
キ
ャ
ン
パ
ス
で
迷
子
に
な

り
か
ね
な
い
。
初
日
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
各
同
窓
会
事
業

報
告
・
意
見
交
換
会
・
講
演

会
・
懇
親
会
で
あ
る
。

参
加
者
は
、
九
州
各
県
と

沖
縄
を
加
え
た
同
窓
会
に
連

合
会
が
加
わ
り
、
同
窓
会
関

係
者
が
25
名
に
セ
ン
タ
ー
か

ら
も
御
出
席
を
頂
い
た
。

午
後
１
時
の
開
会
は
中
村

長
崎
同
窓
会
長
、
東
條
学
習

セ
ン
タ
ー
所
長
の
挨
拶
か
ら

始
ま
っ
た
。
予
定
時
間
を
超

え
て
の
報
告
、
意
見
交
換
に

続
き
、
客
員
教
授
武
政
剛
弘

先
生
の
講
演
で
あ
る
。
い
つ

し
か
教
室
は
人
で
埋
ま
り

「
身
近
な
環
境
問
題
を
考
え

る
」
と
題
し
た
内
容
は
と
て

も
興
味
深
く
、
難
し
い
問
題

を
分
か
り
易
く
、
数
字
を
示

し
て
の
御
講
演
で
あ
っ
た
。

特
に
長
崎
県
を
取
り
巻
く
環

境
問
題
で
は
「
諫
早
干
拓
地
」

「
石
木
ダ
ム
」
「
大
村
湾
の

水
質
」
な
ど
具
体
的
で
そ
う

だ
っ
た
の
か
と
、
改
め
て
考

え
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
現

在
は
、
環
境
汚
染
よ
り
心
の

汚
染
が
深
刻
で
あ
る
。
更
に

受
け
身
で
は
な
く
、
自
分
自

身
の
責
任
で
ど
う
す
る
べ
き

か
を
真
剣
に
考
え
る
時
で
あ

る
と
締
め
く
く
ら
れ
た
。
も
っ

と
い
ろ
い
ろ
聴
き
た
い
と
い

う
思
い
で
次
の
懇
親
会
へ
と

移
動
し
た
。
講
演
会
の
参
加

者
も
加
わ
っ
て
「
稲
荷
山
観

光
ホ
テ
ル
」
で
開
催
さ
れ
た

懇
親
会
は
賑
や
か
で
、
「
し
っ

ぽ
く
料
理
」
が
用
意
さ
れ
た
。

私
は
と
て
も
幸
せ
な
こ
と

に
東
條
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長
、

武
政
先
生
と
同
じ
テ
ー
ブ
ル

で
ご
一
緒
で
き
、
お
話
し
す

る
機
会
を
頂
き
、
更
に
皆
様

と
も
楽
し
い
時
間
を
過
す
こ

と
が
出
来
た
。
懇
親
会
終
了

後
に
は
、
稲
荷
山
山
頂
か
ら

世
界
三
大
夜
景
と
い
わ
れ
る

長
崎
の
夜
景
を
堪
能
し
た
。

２
日
目
は
「
修
士
論
文
発
表

会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
「
青

年
期
の
就
職
活
動
に
お
け
る

心
理
的
問
題
を
い
か
に
把
握

す
る
か
」
シ
ニ
ア
産
業
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
石
田
氏
、
「
放
送

大
学
大
学
院
修
了
―
そ
の
後

の
キ
ャ
リ
ア
に
ど
う
活
か
す

の
か
」
臨
床
心
理
士
・
社
会

保
険
労
務
士
、
佐
藤
女
史
の

お
二
人
の
発
表
が
あ
っ
た
。

こ
こ
に
も
東
條
学
習
セ
ン
タ
ー

所
長
を
始
め
客
員
の
先
生
方

も
参
加
さ
れ
立
派
な
発
表
会

で
あ
っ
た
。
同
窓
会
の
企
画

に
こ
こ
ま
で
学
習
セ
ン
タ
ー

に
協
力
頂
い
た
こ
と
に
頭
が

下
が
り
、
中
村
会
長
を
始
め

と
す
る
長
崎
同
窓
会
の
皆
様

の
御
努
力
に
感
謝
申
し
上
げ

る
。「

長
崎
よ
か
街
石
段
石
だ

た
み
」

「
ダ
ン
ダ
ラ
上
が
れ
ば
港

が
よ
く
み
え
る
」

「
長
崎
見
る
な
ら
出
島
の

夕
げ
し
き
」

長
崎
ぶ
ら
ぶ
ら
節
の
一
節

で
あ
る
。

長
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

放
送
大
学
埼
玉
同
窓
会

会
長

森
岡
加
代

探
訪
コ
ー
ナ
ー

長崎大学文教キャンパス内の長崎学習センター

ウミイグアナ

バ
ラ
ン
ス
体
操

悠
悠


